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【文献】
環境史とは何か。人類の歴史は自然環境からの制約によ
り形成されるとともに、
自然を変える人的行為の積み重ねで
あり、
その結果が人間社会への影響をもたらすという相互作用の帰結である。自然の一部と
しての人類を、
自然を構成
するその他の要素との相互作用において考察する歴史研究分野といえよう。近年、
環境史へ
の関心は高まっており、
世
界の各地域についてさまざまな成果が出されつつあ
。
今回のシンポジウムでは、日本とヨーロッパについては、都市による開発と周辺の自然資源（特に森
林・木材）の在り
方の変容に焦点をあて、
近世の日本史（江戸）とヨーロッパ史（アウクスブルク）の事例が取
り上げられた。また、
中国
史では北京の風水的環境を通じ
て、
都市と周辺領域の関係を考察する論考を得るこ
とができた。これらの報告に対し、
それぞれ独自の視点からコメントをいただいたコメンテーターの方々にも御礼申し上げる。
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